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            認定子ども園に関する意見書 

 

「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」が公

布され、就学前の子どもに対する教育と保育等の提供を総合的に実施する「認定こど

も園」制度が創設された。このことにより、教育機関である幼稚園と児童福祉施設で

ある保育所で、別々に担われてきた就学前の子どもに対する施策について、少子化の

進行や就労形態の環境変化を踏まえ、多様な仕組みが構築されたことは一定の評価が

できる。 

 しかしながら、認定こども園を設置しようとする自治体や事業者は過大な財政負担

を強いられ、保護者負担の増大も懸念されている。国による財政支援の不均衡は、子

どもたちの最善の環境とはならない可能性が高い。 

 言うまでもなく、子どもは国家の財産であり、この国の未来を担う子どもたちが健

やかに育成される豊かな社会を実現することは、国の重要な責務である。 

 よって、武蔵野市議会は貴職に対し、下記事項について要望する。 

  

記 

 

１．認定こども園の設置促進を図るため、必要な財政支援を早急に講じること。 

２．幼稚園や保育所のこれまでの役割、機能が十分発揮されるよう支援を強化するこ

と。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

平成１８年１２月  日 

 

    武蔵野市議会議長 山 下 倫 一 
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